歴史地震研究会2011~2012年度第４回幹事会　議事録案
場所：地震予知総合研究振興会会議室

日時：2012年7月30日

参加者：武村・松浦・金田・諸井・吉田・永井・小松原

1． 横浜大会進捗状況
・　開催形式：地震学会の後援は林広報幹事から直接地震学会に依頼する．
· 大会収支：大会関連経費の管理は行事委員会で責任をもつ。
· 行事終了報告：共催・後援団体への行事終了報告は総務幹事から出す。

· 報道機関対応：朝日新聞横浜総局・神奈川新聞・テレビ神奈川・NHK横浜支局には好印象で迎えられている．他の報道機関との対応は幹事各位に協力をお願いする．また，報道機関の研究発表会参加者からも研究発表会参加費を徴収する．

· 会場使用料：開港資料館使用料は後払い(参加者数に応じて)、開港記念会館代は行事幹事による立替払いすみ

· 要旨集印刷：印刷社決定すみ，原稿が集まりつつある状況
· 非会員の巡検参加希望者への対応：巡検参加費と大会参加費(合計3000円)を当日納入すれば事前予約すみの非会員も参加可能．
· 領収証の作成：総務幹事が各人の名前を書き込んだ領収証を作成する．

· 参加者名札の作成：副会長が地紋入りの名札用紙を作成する， 

· 懇親会：横浜開港資料館館長を来賓として招待する．懇親会の式次第を決定，閉会挨拶は北原元会長に依頼，懇親会を立食形式にできるか否か確認すること。

· 懇親会参加者等募集情報：mushaで懇親会勧誘情報を流すこと
· 参加費は右の通り：参加費1000円(非会員2000円)、巡検1000円、懇親会5000円(学生3000円)

2． 編集関係
2-1.　機関リポジトリ対応

・機関リポジトリ対応について金田編集幹事提案の2つの案を軸に議論した．

案１：研究会ホームページにリンクを張ってもらう(リポジトリ公開を認めないという扱いとなる)

案２：高解像度PDFや電子版記事をスキャンした電子ファイルの公開は認めないとした上で記事の電子ファイル公開を認める
→参加幹事の全員一致で案２を承認。これに伴って編集規程を修正，総会で報告することに。
2-2.　27号の出版
・31日までに発送完了見込み。470部印刷。余部は小松原宛に送ること。印刷・郵送費は40万905円から若干変更の可能性あり。

・論説４、講演要旨35、報告３、研究会記事２で、132ページ。

· 次号原稿募集のHP掲載を林広報幹事にお願いすること。
· 歴史系学会の無償配布先について：金田編集幹事から吉田行事幹事に無償配布先のリストを送り，追加配布先がないか確認すること。
３．功績賞の設置について

・歴史地震研究会功績賞の設置について武村会長の案を軸に議論した．

・歴史地震研究の進展，歴史地震研究会の発展に寄与した人に功績賞を授与することに参加監事の全員賛成．

・功績賞の内規については次回幹事会で継続審議，

· 研究会会則の第3条(4)に歴史地震研究に関する業績の表彰，を加える案が武村会長より提案される．総会に諮ることに．

４．研究会事務所の所在地

・本会の事務所を従来の東京大学地震研究所から，公益財団法人　地震予知総合研究振興会に変更する議案を武村会長が提案．総会に諮ることに．
５．総会対応
・次回幹事会までに各幹事は委員会報告を小松原総務幹事に提出すること．総会の時間は15:45～17:00。
６．永井監査役からの研究会活動に対する提言

・3.11以降世の中の歴史地震学に対する要求が変わってきている。史料の掘り起こし，読み解きなど社会の要求に答える小イベントを年に1回企画できないだろうか。

→参加幹事で議論．歴史地震研究会が主体として企画を実行するのは年に1度が限界。できればよいのだが、研究会では難しい。

· 博物館の展示などに歴史地震研究会の名前を使ってもらうのが限界ではないか。

· できるだけチャンスをつかんで普及活動に取り組んでいきたい．

などの意見がでた．

７．入退会者報告

・今期は入退会申請なし

８．次回幹事会
9月4日（火曜）17:30～地震予知総合研究振興会

新行事委員に参加をお願いする。
